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要旨   

分離材料の創製をf］的とtノている∴前隼度9  本研究甘∴分子認識」を利用した有機系環境汚染物質の選択的な吸着ふ  

分了一認識素子とLて水溶性カリックスアレー・・■ンであるダ【スルホナトカリッ クス［6］アレ」¶ン（§紆Åあ）を芹巨、紅ほほをゲス  

了、とした包接挙動を確認した。今臥環員数が異なるダブルホナトカ リックス回澤レーーン「§CA駅（n4ぅ8）j及び参照化合物  

とLてむレジメテル乙4∬スルホナトフユノーール（馳鵬S㌘）による齢謳炉の包桜草動について検討した。そ町緑果∴離朋脛及び  

§紆鬼穏をホストとして用いた場合には包接挙動ほ見られなかったがフ S仁鬼毎については前回報苦したSCA亀の場合と同様  

に豊き勝野ク）包接が確認された。  

巨   はじめに   

近年，PぴPs（残留性有機汚染物質）や内分泌かく乱物  

機系環境汚染物質に粁㌻る関心が高ま  質に代表される有  

っているふ 本研究においては9 河川などの†水乳」に存  

在する有機系環境汚染物貫に素月した。本周途でよく用  

いられている活性張は化学物質に対する選択性に乏しく夕  

頻繁に活性炭の再処理が必要となっている。従って，選  

なれば有用な環境浄化材  択的に白襟物質の除去が可能に  

料となり得ると考えられる00   

このような統況において，本郷究では「分子一認識L と  

いう特異的会合現象を利用し夕〉一デットとする環境汚染  

物質を選択的に分轄誉除去する機能性材料の構築を削勺  

としている。   

本研究における分子認識素子の基棒とLては，（り疎水  

的空孔を有する（2）合成が簡便‘ニ3）容易に化学修飾可牒拉  

いう理≠でカリックスアンーンを選択した（   

ブ  ターー▲ゲットとする化合物とLてほ，ばHされて  

いる化学物質の中でもヲ 内分泌騰乱物質と疑われている  

化学物質のバつであるブタル酸ジ碑プチル（闘志豊さ）を対  

象とLて選択tノた 

今回パ醍鳳来恒ヰバレ鞠．iゴ及びその参照化合物であ  

る貰蓬朋§㌘による飽済㌘への包接挙動を確認した。以Lに  

ついで鰍黙するけ  

∋
 
 

㌔
箋
去
㌔
隼
 
 
 
 
 
 
 
m
 
 

㌔
 
 

プ
〆
′
〟
㌔
g
 
 

も
 
 

ぎ
、
．
 

町㌻音 声輔溺誠一組購撫車中暇－e［§C鬼訊（m4ぅ8〉j  

㌫ 葉酸   

∴ J丁∴三±二   

㌢スルオナトカリックス［41ア1／いン（§紀A遽ノは常法に  

より合成したり。諏馬食S㌘は2き祭っジメチルフェノールを濃  

硫酸車に加えヲ 8ぴ（Cで2時間根幹し得られた反正灘滝磯  

析するこ とにより得た（二Schemcl）  
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その他の試薬7溶媒〔こついては市蔽品をそのまま佗拝＝ノ  

ナ＞  ′㌧＿ 3  

2m 2i 装置   

堅調湖隠測定圭ほぺ軌鹿11土製こ膵X丞眺＝型り Å隊‰ぷ）く1  

型及び日本竃了1灘〕寮牒＝研搬那抑制聖を用いた。  
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2は 3。  §を二Å宝達義び漫遜購S底力による抱岱㌘ぎ）包接挙動  

の確認（2′＞  

（）．i5了漬賢≫餞肝の皇メタノール溶液5ノどパを§むA婚ク）竜水  

溶液住餌付（§C鬼魂］′ノ［登箋餞㌘】＝2eq．バ5試レタ狛明り江沼郎り  

に加えi時間逓零磯灘劇をキJ二った心  その後。庖凋湖隠測  

定を行／」／㌦リ ケ、  

転覆二盛、蕗及び抱施電§旦箋の系についても同様にキさ二った。  

3ち 結果遊び着察   

3、l 駅通牒による監潤㌘の包援挙動の確認   

各条件での1喜富山Ⅸ観取測走における矧那り卦来の化学シ  

フト佃を「Tabiciに不す。  

／ J         、  

ぐぅ．q8  i．（）三   〔〉78   し）．7コ  

1＼        し       ∴  

∴ ∴！、‥＝∴∴ 二、二・‘て㌧、■、∴ ∴   

〔「hc‡耶icaまs盲う宣iioぎ言ヰcヽ～raS呈10td£とCど黒血ed ducもDthe（）＼rCrl叩ロf  

㌻1F十∴∴∴∴、∴1：、∴Y  

以前轟菖LたS江上′匁轟をホストとLて吊いた系と同様工  

跳ぼに対－す‾る§虻Å鋳の増加に伴いいくつかのプ［」1トンに  

ついて高磁場側ヘク〕シフトが観測された。つまり §藍三Å毎  

についてもS払髄と同様に脚済を包接Lていると考えら  

れる◎   

3は 3』 郎泡定男㌘による紛盛㌘の包接挙動の確認   

次に 獅舶脛 をネストとして用いた系についての測定  

結果をて1abi£3に示す喀  
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駄通酎か胤成単位の類縁体である鮎湖湖 をホストとし  

て用いた場合＼び補駆鱒廿跳紺野里執成によ〔ず駿箋竜野の化  

学シフト値の変化は見られなかった∴つまりを摘脛にネ、す  

る会ヤ挙動は見られなかっ予∴   

このことよりこの系ではホスト化合物が環状構造を  

右していることが息巻盟欝 との会fキにおいて重安であるこ  

ごが示唆されていると考えられる色 †  

二・   

＝）封隷射㍍軋髄と同様に雛膵を∴rノ山ルユニ ッ  

トにより形成される淡水 ること  

を明らかにした。  

（2ノ  

しノないことを確認したり  

（3）s㌃廃駅の構成草子緑〕雪線体である難関S㌘は鰻顔断  

と会合挙動をホきないことを確認Lた   

今後モ カリックスアレ…ンを展体とするう上戸記譜素、さ二   

…ン‡き牢；   

臣§C鬼嶺】′′慄㈲鞘の増減ぶよらず餅盟㌘の化学シフト値の  

変化ほ見られなかった∴つまり，漁削りか経過磯の疎水的  

空孔には取り込まれないと考えられる谷 これは9 疎水性  

相互作用はホス†・とゲストがより多く接触した方が有利  

であるのでp §CA魂の環員数が少ないことに起針㌻る構  

造の堅さが影響していると考えられる  

． ，・：∴∴ ∴1、′ 二・二二十二   

3）iとぎ司様に各条件でのiをま・、N筆ふ鰻測定における＿鰻儲瀦  

南東の化学シフト値をて滋凝まに示す   

軋 ㌍軋髄伸鍼勘項鮎町拐鋸∵汀ては§㌫∠匁霧が所完  

の濃度まで董舶二溶解しろこかったC′ん）で測定できなかった。  
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の都㈲㌘包接能に関する検討とLてカリックスアレン  

の置換基導入による最適化を行ない7 ニの分子▲認識素子  

を用いた優れた吸着分雉能を有する機能性材料の構築の  

実現にむけて検討する，  
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